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宮前区役所

令和６年度 宮前区地域デザイン会議資料

テーマ：「エンディングノートにとどまらない終活を

地域のみんなで考えよう」

～人生100年時代、元気で楽しく宮前区に

住み続けるためのチャレンジ～

資料３



地域デザイン会議とは？
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 地域デザイン会議は、区民の方々に「区における行政への参加」の機会を広げ、多様な意見をいただき

ながら、地域課題の解決につなげていくための取組

 これまでの「区民会議」に替わる新しい参加の場として令和３年度～令和５年度まで試行実施を踏まえ

令和６年度から本格実施

 昨年度は、公共施設の有効活用していくために「公園の落ち葉の活用」をテーマに意見交換を実施

＜機能によるイメージ＞
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連 携
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（区域・地域レベルの「新たなしくみ」）

試行期間（令和3～5年度）を経て
令和6年度から本格実施

平成18年度～平成30年度

「これからのコミュニティ施策の基本的な考え方」
（平成31年3月策定）

社会が複雑化する将
来に、自分らしく、

幸せに暮らせる地域
社会の実現を目指せ
るよう、川崎市とし
ての考えをまとめた
もの。

令和5年5月～

・「区における行政へ
の参加」

・「参加と協働による
地域課題の解決」

2つの機能



本日の会議の流れ
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（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （１）

3

03

✓



川崎市（全市）将来人口推計結果（65歳以上人口割合）

4

04

宮前区は、要介護認定率が7区で最も低く、健康意識が高い高齢者も多い。

一方、宮前区の令和5年10月時点の老年人口（65歳以上）割合は21.9％と、7区で3番目に高いが

、市の将来人口推計では、令和32年（2050年）に麻生区を抜いて7区で最も高くなり、以後もそ

の状況が続き、令和47年（2065年）には37.3％になるなど、今後急速に高齢化が進展していくこ

とが予測され、ひとり暮らしで見守りが必要な高齢者など、支援が必要な区民が増えていく。
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川崎市（全市）将来人口推計結果(65歳以上人口割合)区別の要介護認定率

出典）川崎市総合計画 第3期実施計画の策定に向けた将来人口推計
(令和2年国勢調査結果反映)



メッシュ別将来人口推計 4次メッシュ（500mメッシュ） 2020年推計将来推計人口
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出典）国土交通省 メッシュ別将来人口推計（※2015年国勢調査基準）

 2020年の将来推計人口は、エリアごとに大きな偏りはなく、水色のエリアが広く分布しています。

※将来推計人口は、2015年の国勢調査を基準に算出しています。



メッシュ別将来人口推計 4次メッシュ（500mメッシュ） 2030年推計将来推計人口

6

06
 2030年の将来推計人口は、田園都市線周辺のほか、南平台や土橋4丁目、有馬１丁目等で高齢者の

数が多くなっています。

出典）国土交通省 メッシュ別将来人口推計（※2015年国勢調査基準）

※将来推計人口は、2015年の国勢調査を基準に算出しています。
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 宮前区には、特に田園都市線沿線の周辺エリアで、高齢者が多い赤いエリアが増加しています。

メッシュ別将来人口推計 4次メッシュ（500mメッシュ） 2050年推計将来推計人口

出典）国土交通省 メッシュ別将来人口推計（※2015年国勢調査基準）

※将来推計人口は、2015年の国勢調査を基準に算出しています。



令和４年度かわさき市民アンケート
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関心を持っていること（複数回答） 関心を持っていること（性／年齢別）

令和４年度のかわさき市民アンケートでは、「健康」や「老後の生活」など、自分の将来に関係
することに関心を持っている市民が多く、早い段階からの人生100年時代を見据えた意識づくりに
取り組んでいくことが重要となっています。



令和６年度地域デザイン会議のテーマについて
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 前述の資料のとおり、今後宮前区では7区の中でも急速に高齢化が進展するこ

とから、引き続き元気で楽しく宮前区に住み続けてもらうため、市民の関心が

高く、充実したセカンドライフを送るために重要とも言われる「終活」を今年

度の地域デザイン会議のテーマとして取り上げました。

 本日は、まず実際に親の終活を体験された方や区内で活動されている方の意見

などを踏まえながら、今後充実した生活を続けるために何から取り組むべきか

などについて議論し、終活をきっかけに自分の将来のこと、地域のことを考え

てもらう流れを作っていけたらと考えていいます。

 また、本日の議論を踏まえて、早い段階からの人生100年時代を見据えた意識

づくりの取組を区内に広げていくきっかけとするため、1月には終活に関連し

たセミナーを開催したいと考えていますので、引き続きご協力いただけると幸

いです。



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （２）
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✓



① 遺された家族の負担を減らすことができる
② 死後の相続トラブルを防ぐことができる

③ 老後の不安を解消できる
④ 人生を振り返り気持ちを整理できる
⑤ 残りの人生をより充実（豊かに）させることができる

終活とは（メリットや始めるタイミング）
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終活のメリット

終活を開始するタイミングや年齢に決まりはないものの、終活には荷物の整理など、時間
を要すものがあるため、体力・気力・判断力が充実していて、人生も折り返しのタイミン
グである、40代や50代から始めることが、理想的とも言われています。

一般的には、還暦や退職を迎える60代以降や、子供が就職・結婚する40代～50代など、
人生の節目をきっかけに興味を持ち始めるケースが多くなっています。

終活とは、「自分の人生の終末のためにする活動のこと。就職活動が「就活」と略されるのと同種
の造語で、週刊誌の連載記事で初めて使われたとされる。当初は自分の葬儀や墓について生前に準
備することをさしたが、ことばが定着するにつれ、医療や介護についての要望、身辺整理、遺言、
相続の準備なども含まれるようになった。」と日本大百科全書(小学館)では記載※されています。

終活に関しては、様々なWEBサイト（主に葬儀会社、生命保険会社、介護系サイト、遺品整理事
業者等）や書籍等において記載されており、終活のメリットや終活を始めるタイミング等について
、重要な部分については共通しており、その内容を次のとおりまとめました。

終活を始めるタイミング

家族に関すること

自分に関すること

・・・・

・・・・

※出典：小学館日本大百科全書(ニッポニカ)(コトバンク引用ページ：https://kotobank.jp/word/%E7%B5%82%E6%B4%BB-681604)

本日の会議では、「自分に関す
ること」に焦点を当てた終活に
ついて考えていきます。

https://kotobank.jp/word/%E7%B5%82%E6%B4%BB-681604


終活として「やるべきこと」について
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終活としてやるべきことについては、エンディングノートの作成から荷物の整理、相続対策
など、内容は様々ですが、一般的にやるべきこととされている内容をまとめたものが、次の
とおりです。

また、終活としてやるべきことについて、主に誰のためかという観点で、「自分のため」と
「家族のため」に大きく分けて整理しました。また、多くの項目はエンディングノートを作
成することで、事前の準備ができるようになっています。

終活のやることリスト 主に誰のためか 備考

① エンディングノートの作成 自分・家族 エンディングノートに含まれる項目

② 老後のやりたいことのリスト作成 自分 エンディングノートに含まれる項目

③ 断捨離・荷物の整理 自分・家族

④ 住まい選び(見直し)・老後の資金 自分

⑤ 医療(終末医療)・介護の希望(準備) 家族 エンディングノートに含まれる項目

⑥ 遺言書の作成 家族

⑦ 葬儀やお墓の準備 家族

⑧ 資産・財産の把握・整理 家族 エンディングノートに含まれる項目

⑨ 交友関係を整理しリスト作成 家族 エンディングノートに含まれる項目

⑩ 相続税対策の検討 家族

⑪ デジタルデータ(遺産)を整理する 家族 エンディングノートに含まれる項目

⑫
死後事務委任契約・任意後見契約・家族信
託契約を検討する

家族

一般的に終活としてやるべきこと



【参考】市の取組事例（エンディングノート）

13

 市では、川崎フロンターレのオフィシャルパートナーである株式会社花葬の協賛で、「川
崎市エンディングノート（未来あんしんサポートノート） 」を川崎市社会福祉協議会の
協力のもと川崎フロンターレが製作し、 2022年10月から区役所等で配布しています。

13



【参考】区内等での取組事例
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宮前図書館主催のセミナー

14

 その他、宮前図書館では、セカンドライフセミナーを開催しているほか、向丘出張所を拠
点に活動しているむかおカフェ実行委員会主催で、認知症・終活・相続講座などが開催さ
れています。

向丘出張所を拠点に活用する
むかおカフェ実行委員会主催の講座



宮前図書館の取組紹介
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川崎市立宮前図書館長 舟田 彰 さん

発表者

 宮前図書館で実施した、セカンドライフセミナーなどの取組について、説明を
お願いします。



宮前図書館の取組①（セカンドライフセミナー）
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セカンドライフセミナー

16

 人生100年時代のセカンドライフを充実に過ごしてもらうため、「フレイル予防」、「わたしと
家族のそうぞく」、「MY＆エンディングを考える」の３つのミニセミナーを開催し、それに関
連する宮前図書館が所蔵するブックリストも合わせて配布しました。



宮前図書館の取組②（セカンドキャリアセミナー）
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セカンドキャリアセミナー

17

 その他、人生100年時代として、これからの人生設計を見直すチャンスにしてもらうため、ハロ
ーワークや年金事務所と連携した「セカンドキャリアセミナー」なども開催し、関連本のブッ
クリストを配布したほか、図書館内に特設コーナーを設置しました。



【書籍の紹介】50歳から人生を楽しむ人がしていること（保坂 隆/著）
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リストアップ:
紙とペンを用意し、やりたいことを思いつくままに書き出す。
身近なことから大きな目標まで、30個程度書く。

整理:
別の紙に書き写し、簡単にできそうな順に並び替える。
簡単なものから実行する。

大きな目標の準備:

例えば「海外の世界遺産めぐり」をしたい場合、ツアーの有無
を調べ、ガイドブックで詳細を確認する。
具体的な計画を立て、自分にも実現可能だという確信を持つ。

効果

やりたいことを実行することで達成感が得られ、心の栄養となり、
元気が湧いてくる。
この方法を実践することで、心を若々しく保つことができます。

【参考にした文献】
保坂 隆 （2017年） 『50歳から人生
を楽しむ人がしていること: “心の名
医”が教えるとっておきの生活習慣』
三笠書房.

 人生を楽しく過ごす方法として、老後のやりたいことリストの作成などがありますが
、その参考となる書籍を紹介します。

やりたいことをリストアップする方法



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （３）
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✓



事例発表 小川さん
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小川 じゅん さん

発表者

 実際に親の終活を体験された小川じゅんさんに、親の終活で苦労したことなど
について、説明をお願いします。



【参考】小川さんの実体験

21
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事例発表 吉村さん
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吉村 伸江 さん

発表者

 実際に親の終活を体験された吉村伸江さんに、親の終活で苦労したことなど、
また、その後自らお片付け術を学ばれて、現在取り組まれていることについて
、説明をお願いします。

※説明資料は、資料４をご覧ください。



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （４）
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23

✓



気軽に始めやすい「プレ・エンディングノート」の作成について
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 終活は、スライド12の終活としてやるべきことで提示したように、実施する内

容は様々ありますが、まずはエンディングノートを作成してみることから始め

るとよいとも言われています。

 一方、一般的な「エンディングノート」は、記載する項目が多く書ききれない

という声も聞きます。

 本日の会議では、人生100年時代を見据え、「残りの人生を元気に自分らしくよ

り豊かにするためにどういったことをすべきか」というポジティブな視点に立

って、スライド12の終活としてやるべきことで提示したもののうち、より自分

事として考えやすいよう、「自分」のために実施する項目や、実際に親の終活

に関わった際に役立った項目などをまとめ、手軽に記載できるようにした宮前

区独自の「プレ・エンディングノート」を作成していきたいと考えておりまし

て、その内容等について議論ができればと考えています。



プレ・エンディングノートに関する意見交換
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 終活は、スライド20の観点で、スライド13の川崎市エンディングノートを参考
にしながら、プレ・エンディングノートのイメージ案を作成してみましたので
、次の視点に基づき意見交換を行いたいと思います。

① プレ・エンディングノートの

構成（もっとこういう要素を

入れた方がいい）

② 目次02の「終活について」の

に関して、記載内容（この表

現はおかしい、終活としてや

るべきことでこれが抜けてい

るなど）

③ 目次05の「書いていて役立っ

た項目」に関しての意見（実

際に親の終活等の体験を通し

てこの項目を入れた方がいい

、この項目は不要 など)

意見交換の視点案



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （５）

26

26

✓



終活に代わるポジティブな表現について
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 終活は、元々残された家族に迷惑が掛からないように、生前のうちに自身の葬儀や墓
、財産等を整理する活動として行われてきたため、どうしても人生の最後の部分をど
うするかという内容が中心になっており、終活という言葉も含めてマイナスイメージ
が強いものになっています。

 本日の会議では、人生100年時代を見据え、残りの人生を元気に自分らしくより豊か
にするためにどういったことをすべきかというポジティブな視点に立った「終活」を
目指し、ネガティブ印象がある終活という言葉を、より宮前区オリジナルのポジティ
ブな印象の言葉として今後発信できればと考えておりますので、御意見ください。

 本日いただいた御意見を踏まえて、改めて表現を決定したいと思います。

 「終活」に代わるポジティブな表現につい
て、思いつくまま、お手元の付箋(黄色)に
自由に記載してください。

 みなさんに記載いただいた付箋を一旦前に
貼り出したあとに、意見交換させていただ
ければと思います。

・〇〇〇〇
〇〇〇

作業の流れ



（１） 終活をテーマとした理由等について

（２） 終活の主な取組等について

（３） 終活の実体験の紹介

（４） 【意見交換①】 気軽に始めやすい「プレ・エン
ディングノート」とは？

（５） 【意見交換②】 「終活」に代わるポジティブな表
現について

（６） 今後の予定

本日の会議の内容 （６）
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✓



終活セミナーの開催への協力について
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 本日の地域デザイン会議での議論等を踏まえ、実際に終活に興味がある市民向け
のセミナーを開催したいと考えていますので、今後開催に向けて御協力いただけ
ると幸いです。

（１）日程 令和7年1月25日(土) or 26日(日) 午前 or午後

（２）場所 宮前区役所４階大会議室

（３）セミナー協力者（主催者側）

・地域デザイン会議に参加してくれた方

（４）セミナー参加者

・終活に興味がある一般市民

（５）イベントの内容（案）
①地域デザイン会議での議論の内容紹介
②終活の実体験を説明
③お片付けのコツ（講義）
④プレ・エンディングノートを書いてみよう
※その他講義いただける内容があれば、ぜひご提案ください。

※当日は、地域包括ケアのイベントと同時開催する予定です。市政だより１月号に掲載予定

終活セミナー



終活セミナー等に向けた情報共有等について
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 今後、本日の議論を踏まえて、プレエンディングノートの内容やセミナーの開催
に向けた情報をメールで共有させていただきますので、御意見等をいただけると
幸いです。

 また、本日の会議やセミナー等の実施を踏まえて、令和7年2月24日(月・祝)午前中
に同じテーマで、市長が市民の皆様と直接対話をする「車座集会」を開催します
。本日の取組をより区内に広めていくための意見交換等を行いますので、ぜひ御
参加ください。

昨年度の車座集会の様子


